
回数 担当教員 大項目 中項目 小項目 学習目標 準備学習

内科学
1

植草康浩 治療の基礎・基本
手技

ア 留意すべき疾患
ス 患者管理の基本

ｂ全身管理に留意すべ
  き疾患・対象（皮
  膚・粘膜疾患、呼吸
  器疾患、循環器疾
  患、消化器疾患、血
  液・造血器・リンパ
  系疾患、泌尿器・生
  殖器疾患、精神疾
  患、神経疾患、内分
  泌疾患、免疫・アレ
  ルギー性疾患、感染
  症、小児疾患など）

歯科治療時に留意・把
握すべき患者の状態を
理解し、治療の必要性
を判断する。必要の際
は医科との連携の下適
切な処置を取れる

過去に他学年で習
得した内科学の内
容に目を通してお
く事

E-6-①②
必修11-ス-b
総論 VII-1-エ-a
～m

内科学
2

植草康浩 治療の基礎・基本
手技

ア 留意すべき疾患
ス 患者管理の基本

ｂ全身管理に留意すべ
  き疾患・対象（皮
  膚・粘膜疾患、呼吸
  器疾患、循環器疾
  患、消化器疾患、血
  液・造血器・リンパ
  系疾患、泌尿器・生
  殖器疾患、精神疾
  患、神経疾患、内分
  泌疾患、免疫・アレ
  ルギー性疾患、感染
  症、小児疾患など）

歯科治療時に留意・把
握すべき患者の状態を
理解し、治療の必要性
を判断する。必要の際
は医科との連携の下適
切な処置を取れる

過去に他学年で習
得した内科学の内
容に目を通してお
く事

E-6-①②
必修11-ス-b
総論 VII-1-エ-a
～m

内科学
3

植草康浩 治療の基礎・基本
手技

ア 留意すべき疾患
ス 患者管理の基本

ｂ全身管理に留意すべ
  き疾患・対象（皮
  膚・粘膜疾患、呼吸
  器疾患、循環器疾
  患、消化器疾患、血
  液・造血器・リンパ
  系疾患、泌尿器・生
  殖器疾患、精神疾
  患、神経疾患、内分
  泌疾患、免疫・アレ
  ルギー性疾患、感染
  症、小児疾患など）

歯科治療時に留意・把
握すべき患者の状態を
理解し、治療の必要性
を判断する。必要の際
は医科との連携の下適
切な処置を取れる

過去に他学年で習
得した内科学の内
容に目を通してお
く事

E-6-①②
必修11-ス-b
総論 VII-1-エ-a
～m

内科学
4

植草康浩 治療の基礎・基本
手技

ア 留意すべき疾患
ス 患者管理の基本

ｂ全身管理に留意すべ
  き疾患・対象（皮
  膚・粘膜疾患、呼吸
  器疾患、循環器疾
  患、消化器疾患、血
  液・造血器・リンパ
  系疾患、泌尿器・生
  殖器疾患、精神疾
  患、神経疾患、内分
  泌疾患、免疫・アレ
  ルギー性疾患、感染
  症、小児疾患など）

歯科治療時に留意・把
握すべき患者の状態を
理解し、治療の必要性
を判断する。必要の際
は医科との連携の下適
切な処置を取れる

過去に他学年で習
得した内科学の内
容に目を通してお
く事

E-6-①②
必修11-ス-b
総論 VII-1-エ-a
～m

指導教員：植草康浩

　総合歯科医学Ⅵ（内科学）

■授業日程



回数 担当教員 大項目 中項目 小項目 学習目標 準備学習

障害者
歯科
１

關田俊介 必修の基本的事項
2 社会と歯科医療

11 治療の基・基本
   手技

総論Ⅰ
１ 健康の保持・増
   進と社会保障

ア 患者・障がい者
   のもつ心理社会
   的問題と背景

ウ　チーム医療

イ 小児・高齢者・
   妊産婦・障害
   者・要介護者の
   治療

ア 健康・疾病・障
   害の概念

エ 保健・医療・福
   祉・介護の法規
   と仕組み

a 疾病・障害の概念・
  構造（社会的関わ
  り）
b リハビリテーション
  の理念
c ノーマライゼーショ
  ンの理念
d 国際生活機能分類
  〈ICF〉
e 健康格差、健康の社
  会的決定要因

a チーム医療の意義
  （多職種連携、医科
  歯科連携、病診連携
  を含む）
b 医療チームの構成員
  と役割
c チーム医療における
  歯科の役割（かかり
  つけ歯科医、在宅医
  療、歯科訪問診療）
d 情報提供

a 治療環境
b 患者の体位
c コミュニケーション

d ノーマライゼー
  ション
　バリアフリー
i 医療連携・チーム医
　療とその関係職種

１ 障害者と健常者の共
   生社会の必要性を説
   明できる
２ ノーマラゼーション
   を説明できる
３ 社会的障壁を説明で
   きる
４ バリアフリーを説明
   できる
５ チーム医療を説明で
　 きる
６ ICFを理解し説明で
   きる
７ ICIDHを理解し説明
   できる
８ 障害者歯科医療には
   多職種連携の必要性
   を説明できる

予習：あらかじめ
各項目について自
習しておくこと

復習：講義プリン
トを参照して確認
し、理解を深める
こと

A-5-1)①②③
B-2-2)③⑤⑦⑧

障害者
歯科
２

關田俊介 総論I
保健・医療と健康
増進
２ ライフステージ
   別にみた保健・
   福祉の制度

カ 障害児・障害者
   の保健・福祉

a 現状、動向
b 障害児・障害者の健
  康保持・増進
c 障害の種類と支援
d 自立支援と福祉の制
  度
e 障害児・障害者の歯
  科保健医療

１ 障害者の福祉に関連
   する法規を列挙し障
   害の種類と支援を説
   明できる。「障害者
   基本法、知的障害者
   福祉法、発達障害者
   支援法、身体障害者
   福祉法、改正精神保
   険福祉法、児童福祉
   法、障害者総合支援
   法」
２ 障害者の共生社会に
   向けた自立支援につ
   いて説明できる
３ 自立支援医療につい
   て説明できる

予習：あらかじめ
      各項目につ
      いて自習し
      ておくこと

復習：講義プリン
      トを参照し
      て確認し、
      理解を深め
      ること

B-2-2)③⑤⑦⑧

　総合歯科医学Ⅵ（障害者歯科学）

■授業日程



障害者
歯科
３

關田俊介 総論V  診察
3 障害者への対応

6 全身疾患を有す
る者への対応

総論VII 治療
1 治療の基礎

ア 障害の概念

イ 障害の分類

ウ 行動調整

エ 診察の基本

オ 歯科治療上留意
   すべき事項
カ 健康支援、患者
   管理

ア 留意すべき疾患

エ 全身管理に留意
   すべき疾患

オ 障害者の治療

a 身体障害
b 知的障害
c 精神障害
d 発達障害

f 精神疾患
g 神経・運動器疾患

g 精神疾患
h 神経・運動器疾患

１ 障害の定義を説明で
   きる
２ 身体障害について説
   明できる。「脳性麻
   痺、感覚器障害」
３ 知的障害について説
   明できる。「Down症
   候群、他」
４ 精神障害について説
   明できる。「統合失
   調症、うつ病」
５ 発達障害について説
   明できる。「自閉ス
   ペクトラム症」
６ 神経・運動器疾患に
   ついて説明できる。
   「重症筋無力症、筋
   ジストロフィー、筋
   委縮性側索硬化症、
   Parkinson病、てん
   かん、」

予習：
あらかじめ各項目
につ いて自習し
ておくこと

復習：
講義プリントを参
照して確認し、理
解を深めること

E-5-2)-①

総論Ⅴ診察
２小児への対応
オ 発達障害のあ
る小児への対応
a 自閉スペクトラ
ム症
b 注意欠如・多動
症
c 限局性学習症

障害者
歯科
４

關田俊介 各論Ⅴ
配慮が必要な高齢
者・有病者・障害
者等に関連した疾
患・病態・予防な
らびに歯科診療

２ 治療の基礎

８ 障害者の歯
   科治療

エ 全身管理に留意
　 すべき疾患

オ 障害者の歯科治
　 療

ア 基本的対応

イ 歯科治療上留意
すべき事項

ウ 口腔疾患の治療
エ 口腔保健指導

g 精神疾患
h 神経・運動器疾患

ａ 一般的対応
ｂ 行動調整

ａ 環境への適応性
ｂ 姿勢・異常反射
ｃ 呼吸管理

１ 行動調整法について
   列挙し、方法および
   方法が有効な障害者
   について説明できる
２ レッジネスについて
   説明できる
３ 刺激統制法について
   説明できる
４ レスポデント条件付
   けについて説明でき
   る。「系統的脱感
   作、TSD法」
５ オペラント条件付け
   について説明でき
   る。「トークンエコ
   ミー：正の強化、レ
   スポンスコスト：負
   の強化」
６ タイムアウト、モデ
   リング法を説明でき
   る
７ TEACCH、視覚支援
   等について列挙し説
   明できる
８ 反射抑制姿勢、筋弛
   緩法について説明で
   きる
９ 薬物による行動調整
   を説明できる。

予習：あらかじめ
各項目について自
習しておくこと

復習：講義プリン
トを参照して確認
し、理解を深める
こと

E-5-2)-②③④⑤
⑥

指導教員：關田俊介、花谷重守
参 考 書：スペシャルニーズデンティストリー　障害者歯科　第2版
           日本障害者歯科学会編集　医歯薬出版株式会社　¥9,500
           ISBN：ISBN978-4-263-45801-3 C3047



回数 担当教員 大項目 中項目 小項目 学習目標 準備学習

統計
特講
1

網谷泰治 疫学における統計 疫学とその応用 ① 疫学の研究方法
② 疫学指標

① 疫学における代表的
   な研究デザインを理
   解する
② 相対危険度, 寄与危
   険度、オッズ比など
   の疫学指標を計算
   し、それらの意味を
   理解する

予習：manaba に
載せている講義プ
リント1を読んで
おくこと
復習：講義プリン
ト1の内容を確認
し、問題を解いて
おくこと

B-4-1) ②、③
総論 I 保健・医
療と健康増進
6 疫学と調査
ア 疫学とその応
用 a～f
イ 疫学指標 a〜b

統計
特講
2

網谷泰治 疫学における統計 統計解析の方法 ① スクリーニング
② 人口統計

① 敏感度, 特異度など
   のスクリーニングの
   指標を意味を理解
   し、尤度比とROC曲
   線を関連づける
② 死亡率の計算方法
   （直接法・間接法）
   を理解する

予習：manaba に
載せている講義プ
リント2を読んで
おくこと
復習：講義プリン
ト2の内容を確認
し、問題を解いて
おくこと

B-4-1) ②、③
B-4-2) ①、②、
③
総論 I 保健・医
療と健康増進
6 疫学と調査
ア 疫学とその応
用 a〜f
ウ 保健医療統計
調査 a～b

統計
特講
3

網谷泰治 疫学における統計 統計解析の方法 ① 因果関係の推論
② 有意性検定

① 疾病に関する要因の
   推論過程について説
   明できる
② 医学における代表的
   な検定（t検定、カ
   イ2乗検定）を振り
   返る

予習：manaba に
載せている講義プ
リント3を読んで
おくこと
復習：講義プリン
ト3の内容を確認
し、問題を解いて
おくこと

B-4-2) ①、④
総論 I 保健・医
療と健康増進
6 疫学と調査
ア 疫学とその応
用 a～f
イ 疫学指標 a〜b
ウ 保健医療統計
調査 a～b

　総合歯科医学Ⅵ（統計特講）

■授業日程



統計
特講
4

網谷泰治 疫学における統計 総括 ① 疫学とその応用
② 統計解析の方法

① 問題演習を通して疫
   学の内容の理解を深
   める
② 問題演習を通して統
   計解析の方法に関す
   る理解を深める

予習：manaba に
載せている講義プ
リント4を読んで
おくこと
復習：講義プリン
ト4の内容を確認
し、問題を解いて
おくこと

B-4-2) ①、④
総論 I 保健・医
療と健康増進
6 疫学と調査
ア 疫学とその応
用 a～f
イ 疫学指標 a〜b
ウ 保健医療統計
調査 a～b

指導教員：網谷泰治
参 考 書：独習 統計学24講, 鶴田陽和著, 朝倉書店, 2013年, 3,200円（税別）
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